
詩３ッ    露古 
花の夕べ 

他人事のように髪を梳きながら首を左右にめぐらす 

そのうちすっかり飽きてしまって足なんかをテーブルの下でバタバタ 

バタバタ 

歌ってみてって言うと恥ずかしいからやだって 

きっと泣いてしまう 

泣いてしまう 

花の美しいこの夕べを 

私から遠ざけて 

 

ガぁーッ 
肉食ってガぁーッ 

そんなテッパンネタすれすれでかわしてやるさ 

安心しろ 

そこに希望はいらんだろ 

今夜も肉食ってガぁーッだ 

 

                            (肉は脱ぐな、風邪ひくぜ) 

 

明け方の涙 

私は魚を逃がすでせう 

遥かな憂いを睫毛にのせて 

いかにも寂しげな長い指で 

皆が私を憐れむその朝に 

私は魚を逃がすでせう 


